
平 成 27年 (2015年)5月 26日  火 曜 日 産   今工   欽   閤

F葛電 2口 q5年 (平成27年)5月 2S日 火躍日
音声同時翻訳ソフトなど実演

?015笙 平成27年,5月 ?0日  本曜甲     甲    Fコ    柔斤  一―昼算   (プ 〒3,

筆談区議 議場変える

先
月
行
わ
れ
た
統

一
地
方
選

で
、

「
筆
談
ホ
ス
テ
ス
」
と
し

新

て
知
ら
れ
る
斉

藤
里
恵
さ
ん

（３．
）＝
写
真
＝

が
当
選
し
た
北

官
公
庁

へ
地
域
防
災
計
画
の
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
な
ど
を
手
掛

け
る
富
崎
市
の
Ｍ
Ｊ
Ｃ

（川
嶋
友
裕
社
長
）

は
、
会
議
で
の
発
言
を
文
字
に
変
換
し
て
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
表
示
す
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
、
東
京
都
北
区
議
会

へ
納
入
し
た
。

「筆
談
ホ
ス
テ
ス
」
と
し
て
知
ら
れ
、
先
月

の
同
議
会
選
で
ト
ッ
プ
当
選
し
た
聴
覚
障
害

の
あ
る
斉
藤
里
恵
さ
ん
の
支
援
が
主
な
目
的

で
、
議
会
で
は
全
国
初
。

２６
日
の
臨
時
議
会

か
ら
運
用
さ
れ
る
。

シ
ス
テ
ム
は
、
議
員
や
執
行
部
の
発
言
を

マ
イ
ク
を
通
し
音
声
認
識
ソ
フ
ト
を
備
え
た

パ
ソ
コ
ン
に
入
力
。
富
士
通
子
会
社
の
ソ
フ

ト
を
使
い
文
字
に
変
換
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

区
議
会
は
２５
日
、
聴
覚
障
害
者

へ
の
対
応
と
し
て
、
区
議
会
本

会
議
や
委
員
会
で
導
入
す
る
音

声
同
時
翻
訳
ソ
フ
ト
な
ど
の
実

演
を
公
開
し
た
。

区
議
会
事
務
局
に
よ
る
と
、

富 日

音
声
同
時
翻
訳
ソ
フ
ト
で
文
字
化
さ
れ
た

質
問
な
ど
が
映
し
出
さ
れ
る
タ
プ
レ
ッ
ト

端
末
Ｈ
２５
日
、
北
区

（今
伸
信
博
撮
影
）

北
区
議
会
、聴
覚
障
害
者
へ
対
応

棗晶藝本県企業システム構築

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は

全
国
初
。
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

議ョ彩曽蹴離蜂鵡燒疎粧馳講

会
事
務
局
職
員
が
、
質
問
の
や

り
と
り
な
ど
一
連
の
流
れ
を
実

施
。
聴
覚
障
害
を
持
っ
議
員
役

の
質
問
は
音
声
変
換
ソ
フ
ト
で

読
み
上
げ
ら
れ
、
区
長
役
ら
の

発
言
は
音
声
同
時
翻
訳
ソ
フ
ト

で
文
字
に
さ
れ
、
区
議
会
が
賓

与
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
画

面
に
映
し
出
さ
れ
た
。

２６
日
の

区
議
会
臨
時
会
か
ら
導
入
さ

れ
、
タ
プ
レ
ッ
ト
端
末
は
聴
覚

障
害
を
持
つ
傍
聴
者
に
も
貸
与

さ
れ
る
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
終

了
後
、
報
道
陣
の
取
材
に
応
じ

た
斉
藤
さ
ん
は
、
音
声
変
換
ソ

フ
ト
と
ボ
ー
ド
を
駆
使
し
、

「
ソ
フ
ト
の
使
用
が
認
め
ら

れ
、
聴
覚
障
害
と
い
う
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
乗
り
越
え
て
議

会
活
動
が
可
能
と
な
っ
た
。
議

会
か
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
進
ん

で
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

・
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ

（ワ
イ
フ
ァ
イ
）
を
使
い
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
素
早
く
表
示
さ
れ
る
。
パ
ソ

コ
ン
に
は
、
地
名
や
人
名
、
略
語
な
ど
約
３

０
０
の
単
語
を
登
録
し
変
換
率
を
高
め
て
い

る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
斉
藤
さ
ん
の
ほ

か
、
聴
覚
障
害
の
あ
る
傍
聴
者
な
ど
に
も
貸

し
出
さ
れ
る
。

同
区
議
会
事
務
局
が
、
斉
藤
さ
ん
当
選
を

受
け
、
同
区
の
防
災
訓
練
の
立
案
、
研
修
な

ど
に
携
わ
っ
て
い
た
同
社
へ
相
談
。
約
２
週

間
の
短
期
間
で
実
験
を
繰
り
返
し
、
周
囲
で

ヤ
ジ
が
飛
び
交
っ
て
も
支
障
が
な
い
こ
と
を

確
認
、
文
字
へ
の
変
換
率
は
９
割
を
超
え
る

と
い
う
。
同
社
に
よ
る
と
、
実
験
に
立
ち
会

っ
た
斉
藤
さ
ん
は

「
一
つ
二
つ
誤
変
換
が
あ

っ
て
も
、
前
後
の
つ
な
が
り
で
十
分
分
か

る
」
と
喜
ん
で
い
た
と
い
う
。

本
会
議
用
、
委
員
会
用
の
２
セ
ッ
ト
で
４

０
０
万
円
。
既
存
の
立
星
″
設
備
を
活
用
す
る

こ
と
で
費
用
を
抑
え
た
。
同
社
は

「今
ま
で

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
展
さ
せ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
推
進
さ
せ
た

い
」
と
し
て
い
る
。

斉
藤
さ
ん
の
発
言
は
、
自
身
の
パ
ソ
コ
ン

を
使
い
、
入
力
し
た
文
章
を
音
声
に
変
換

し
、
議
場
に
流
さ
れ
る
。

会
。
１
人
会
派

「北
区
を
元
気

に
す
る
会
」
の
斎
藤
さ
ん
は
区

議
同
士
の
会
議
に
初
め
て
臨
ん

だ
。
９
人
で
机
を
獨
み
、
Σ
職

粍

磯
員
露

蓬

の
メ
そ

最

い

に
各
議
員
の
発
言
を
ほ
ぼ
そ
の

ま
ま
急
い
で
筆
記
し
、
出
席
者

は
ゆ

っ
く
り
発
書
し
た
。

斉
藤
さ
ん
が

「
一
人
会
派
と

他
一全
派
で
脩
裁
と
に
差
が
な
い

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」

ト
サ
イ
ズ
の
霊
子
筆
談
板
に
書

い
て
周
囲
に
見
せ
、
区
職
員
に

読
み
上
げ
て
も
ら
う

一
幕
も
。

会
議
後
、

「
ゆ

っ
く
り
話
し
合

う
今
回
の
ペ
ー
ス
な
ら
参
加
で

き
る
」
と
取
材
に
答
え
た
。

一
方
、
本
会
議
で
は
質
問
時

間
が
１
人
２０
分
と
制
限
さ
れ
、

区
議
は
皐
口
に
な
り
が
ち
だ
。

一斉
藤
さ
ん
は
日
の
動
き
か
ら
言

が
逮
く
、
文
書
を
読
む
た
め
に

顔
を
下
に
向
け
る
こ
と
も
あ

り
、
議
膚
術
は
使
い
づ
ら
い
。

意
患
を
伝
え
る
こ
と
に
も
課

・譲
板
の
字
を
全
員
が
読
む
こ
と

は
で
き
な
い
。
斉
藤
さ
ん
は
手

話
も

「初
心
者
レ
ベ
ル
」
だ
。

そ
こ
で
区
議
会
は
、
斎
藤
さ

ん
が
パ
ソ
コ
ン
に
打
ち
込
ん
だ

文
字
を
読
み
上
げ
る

ソ
フ
ト
を

使
え
る
よ
う
、
ソ
フ
ト
の
入

っ

た
私
有
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み

を
認
め
た
。

発
言
者
の
音
声
を
文
字
に
し

て
Ｉ
Ｔ
端
末
に
表
示
す
る
シ
ス

テ
ム
も
導
入
し
、
区
長
や
区
議

の
発
言
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
斉

漆
一一
ん
に
読
ん
で
も
ら
う
と
い

う
。
区
議
会
事
務
局
が
議
事
録

を
読
む
実
験
を
し
た
と
こ
ろ
、

文
字
化
シ
ス
テ
ム
は
”
～
９５
％

兵
庫
で
は
手
話
通
訳

を
読
み
取

っ
た
。

戸
枝
大
幸
議
長
代
行
は

「ど

ん

な
議

員

で
も

『
聞

け

る

』

コ
話
せ
る
』
環
境
を
整
備
し
た

い
」
と
話
す
。

だ
が
、
文
字
化

シ
ス
テ
ム
に

詳
し
い
河
原
蓬
也

・
京
大
教
授

（音
声
情
報
処
理
論
）
は

「
ヤ

ジ
な
ど

で
精
度
は
落
ち
る
。
測

％
堅

卜
に
精
度
が
落
ち
た
文
章

を
読
む
と
逆
に
混
乱
す
る
」
。

斉
藤
さ
ん
は
１
歳

で
髄
膜
炎

に
な

っ
て
耳
が
完
全
に
関
こ
え

な
く
な
り
、
最
重
度
の
聴
覚
障

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
２

０
１
１
年
時
点

で
聴
覚
障
害
者

は
全
国
約
塾
万
人
、
う
ち
２
級

は
約
３
万
人
い
る
。
同
省
の
と

９
９
６
年
の
調
査
で
は
、
２
級

で
手
語
が

で
き
る
と
答
え
た
人

は
３６
％
だ

つ
た
。
そ
の
後
の
詞

査

は

な

い
が

、
同

研

究
会

に

よ
る
と
、
中
途
失
聴
な
ど

で
手

話

が

で
き

な

い
人

は
今

も

多

い
。今

春
の
統

一
地
方
選
で
は
、

筆
藤
塀
剖
菊
肺
鵡
韓
斎
藝
中
雑

礫
谷
敦
子
さ
ん
（
５５
）
が
初
当
選

し
た
０

・５
日
に
は
市
議
会
が
あ

り
、
議
長
の
稜
に
手
話
通
訳
が

立

っ
た
。
家
根
谷
さ
ん
は

「
よ

く
理
解
で
き
た
」
。

同
研
究
会
に
よ
る
と
、
耳
が

全
く
聞
こ
え
な
い
議
員
の
先
駆

け
は
０１
～
０５
年
に
長
野
県
自
馬

村
議
を
務
め
た
桜
井
清
枝
さ
ん

（６９
）
だ
ｏ
村
に
よ
る
と
、
議
会

答
弁
を
村
が
文
書
化
し

、
手
話

書
２
級
に
認
定
さ
れ
た
。
区
議

選

で
は
大
型
ボ
ー
ド
に
訴
え
を

書
い

て
街
頭

で
示
す
作
戦
も
、

有
権
者
に
名
刺
を
渡
す
作
戦
も

公
選
法
逢
反
の
可
能
性
が
あ

っ

て
断
念
。
支
援
者
に
演
説
を
任

せ
、
聴
衆
と
握
手
し
て
回
る
程

度
し
か

で
き
な
か

っ
た
。
そ
れ

で
も
高
い
知
名
度
で
ト

ッ
プ
当

選
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
の
実

現
を
目
指
す
と
い
う
。

聴
党
障
害
者
の
政
治
参
加
の

状
況
を
調
べ

て
き
た
全
国
手
話

通
訳
問
題
研
究
会

（
京
都
市
）

の
浅
井
貞
子
事
務
所
長
は

「
聴

覚
障
害
者

で
手
話
も
着
手
な
議

員
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い

一
と

い
う
。

斎
藤
さ
ん
は

「
聴
覚
障
害
者

に
は
議
員
に
な
る
時
も
な

っ
た

後
も

ハ
ン
デ

ィ
が
あ
る
。
創
震

面
や
技
術
面

で
の
改
善
を
訴
え

て
い
き

た
い
」
と
す
る
。

通
訳
も
導
入
ぅ
妥
井
さ
ん
は
任

瑚
中

、
臨
党
障
害
の
旅
行
者
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
村
の
事
業
を
表

現
さ
せ
た
。
桜
井
さ
ん
は

一
本

一

ン
デ

ィ
を
抱
え
た
分

、
捩
柔

を

意
識
し
た
。
障
害
が
あ

っ
て
も

籠
力
に
差
は
な
い
と

、
斎
藤
さ

ん
ら
に
ど
ん
ど
ん
発
信

し
て
ほ

し
い
」
と
期
待
し
て
い
る
っ

（別
富
膏

一
）

議
場
で
の
発
言
を
即
座
に
文
字
に
変
換
し
表
示
し
た
タ
ブ
レ
ツ
ト

端
末
＝
２５
日
缶
後
、
墓
昼
早
演
轟
会

森轟
盤
霙
腿
鎌鍵
兼篭
確
覇
簾
熊茅塞
罐零
霧
課
ス

2015年 (平成 27年)5月 26日 (文 躍 日)  都心戸_¬東 黛 新

1こ 私たちのまちA七区の鼈力を

ば幸t(す ,以 上お各え弾t

以上て質問を終わつます。こ

す.日 程第一第鰐 議票;

条例

を図 lう します1こテークlⅢσ)手

聴覚障害議員も「聞 える」「話せる」」ン　」　韓端詢瘍嵯鶏簾御整「湘蘇．耳「鳩

北
区
議
会
は
二
十
五
日
、
全
国
で

初
め
て
議
場
で
導
入
す
る
聴
覚
障
害

者
向
け
支
援
シ
ス
テ
ム
の
笑
演
を
報

道
陣
に
公
開
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
や
夕

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、
音
声
と

文
字
を
変
換
す
る
仕
組
み
で
、
聴
覚

不
自
由
な
斉
藤
里
恵
議
員
全
し
が
本

会
議
に
初
め
て
出
席
す
る
二
十
六
日

の
臨
時
会
を
前
に
、
職
員
ら
が
議
長

や
議
員
と
書
か
れ
た
札
を
下
げ
、
シ

ス
テ
ム
の
運
用
方
法
を
説
明
し
た
。

（中
村
信
也
）

実
漢
さ
れ
た
の
は
、
議
長
の
関
会

あ

い
さ

つ
、
書
記
の
報
告
、

一
般
質

問
と
答
弁
の
計
約
十
分
間
。
聴
覚
障

害
の
あ
る
議
員
席
に
は
パ
ソ

コ
ン
と

ク
プ
レ

ツ
ト
が
置
か
れ
て
お
り
、
議

長
ら
が
発
言
す
る
と
、
音
声
が
文
字

に
変
換
さ
れ
て
タ
プ
レ

ッ
ト
に
表
示

さ
れ
た
。
表
示
は
横
三
十
字
、
八
行

の
設
定
で
、
発
言
に
間
が
空
く
と
改

行
さ
れ
る
。

障
害
の
あ
る
議
員
役
が
発
言
す
る

場
面
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
を
持

っ
て
漢

田四　救報綺鮮臨翔切精度は９０％以上
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て
い
る
。

れ
鑢
嬢
領
築
畿
盤
蜘けＬ
撃
溺
軸鶉
禁
契
舗
笠義
襲

臨騒舞
縫
鋸
錨
庫銹
郁
彊
蒙
譴
鍵
輔
韓緩
謂
韓震
乾
．

音
声
文
字
化
シ
ス
テ
ム
導
入

区
議
会
の
会
議
室

で
二
、
鬱

葉
を
推
測
す
る
読
暦
術
が
使
え

国
に
あ

っ
た
各
会
派
代
表
者

る
が
、
広
い
議
場

で
は
発
書
着

員
が
斉
藤
さ
ん
の
横
に
う
い

憲
が
あ
る
一
議
場
で
は
電
子
筆

r〔=:||を .!.、

パ
ソ
コ
ン
操
作
で
質
問
す
る
聴
覚
障
害
の
あ

る
区
議
役
の
北
区
職
員
Ｈ
い
ず
れ
も
北
区
で

台

へ
。
事
前
に
入
力
さ
れ
た

「
区
議

会
議
員
は
区
民
の
代
弁
者
」
と
い
う

文
章
が
音
声
に
変
換
さ
れ
、
議
場
に

流
れ
た
。

区
議
会
事
務
局
は
変
換
の
絡
度
を

上
げ
る
た
め
、
人
名
や
地
名
、
議
会

用
語
な
ど
約
二
百
の
単
語
を
ソ
フ
ト

に
登
録
し
て
あ
り
、
事
前
の
テ
ス
ト

タ
ブ
レ
ツ
ト
に
文
字
変
換
さ
れ
た
議
員
の
質
問
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節
歯敷京船篠鰍蹴嬬撃転配覺騒鍵肇

幸記お o―

本会議デビ量導東京・北区の斎藤さん、26日

北

区
議
会




